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なぜl住民Fこよる応急義艶蹴庸 =技術の群影 秘要なのですか

(助かるIまずの命を救う救命処置の必要性)

○救急車が来るまで待つだけ、病院や救護所まで運ぶだけで1ま動かりません。

自然災書等の発災当初の混乱もようやくひと段落。しかしふと見ると、家族や

隣近所の人が大ケガをしたり意識を失つている日“口。

O災害発災時は、通信途絶や瓦礫“冠水など交通の遮断で、救急車などとても期

待できません。助かるはずの命を救うのは、住民による自助 =共助による応急

手当です。
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(何もしなければ、助かる確率は驚く:ま ど低しヽ。)

○脳:ま心停止から3分で死に始める。一時間との勝負

.脳は、心臓が止まると15秒以内に意識がなくなり、3～ 4分以上そのまま

の状態が続くと回復することが困難となります。

○助かる:まずの命を救うのは、そばにいる人の救命処置

(―刻も早い救命処置で、助かる確率は大きく変わる。)


